
　山形県労福協は「第６１回定時総会」
を、５月２７日に大手門パルズにて開催
しました。
　総会には、正会員・賛助会員と役員
が出席したほか、地区労福協へオンラ
インで配信しました。
　総会議長にはこくみん共済 coop の
加藤眞也氏を選出し、総会成立が宣言
されました。
　冒頭、舩山理事長は「労福協の設立
趣旨、活動目的を踏まえ、働く者の助
け合い、支え合い、公助・共助の視点
に立ち、労働者福祉向上、生活支援や
雇用・労働に係る相談実施、教育文化事業、その他福祉に係る様々な事業を、山形県をはじめ行政機関、会員、関係
団体としっかり連携し展開していく。コロナ感染が長期化し、私たちの生活に大きな影響を及ぼしているが、誰もが
安心して働き続け、生活できる条件整備に向け、ますます、労福協活動の必要性が増しており、一層の事業推進を
図っていく」と挨拶しました。
　第１号「2021年度事業報告」では、広報宣伝活動を強化し、ホームページを刷新して情報発信したほか、SDGs の
啓発を目的としたポスターの配布や奨学金制度改善に向け約30万枚のチラシを新聞折込したこと、さらに増加傾向に

あるくらしの相談活動やこれから社会人となる高校３
年生等を対象とした労働ハンドブックの配布と出前講
座の取り組み等、労働者福祉のニーズがより高まって
いることを報告した。また、コロナの影響により勤労
者体育祭、ふれ愛チャリティーゴルフ大会や講演会・
セミナーなど各種行事を中止としたことを報告しまし
た。
　第２号議案「2021年度会計決算報告と監査報告」では、
コロナ禍の中で、全体的に減収となり、各種行事が中
止したことから支出抑制となったことを報告し、その
後、監査報告を行いました。
　第３号議案では任期満了となる「役員の選任」が審
議され、理事11人と監事２人を選出。すべての議案が
満場一致で承認されました。
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第６1回定時総会を開催
2021年度事業・決算を承認、理事長に舩山理事を選任



総合的就業・生活支援事業「山形県求職者総合支援センター」総合的就業・生活支援事業「山形県求職者総合支援センター」

生活困窮者家計改善支援事業生活困窮者家計改善支援事業

集中相談会のお知らせ

高齢者のための生活なんでも相談ダイヤル
8/18日(木)～19(金)
10：00～16：00

10：00～17：00

0120-39-6029

集中相談会のお知らせ

求職者の生活･就労相談ダイヤル
７/26(火)～29(金)

0800-800-7867

相談３事業の2021年度実績相談３事業の2021年度実績
生活あんしんネットやまがた事業「生活なんでも相談」生活あんしんネットやまがた事業「生活なんでも相談」

生活に関する様々な悩み・困りごとの相談を受け付け、連合・労金・こくみん共済coopなどの構成団体や関
係機関と連携して解決の糸口を見い出す活動を行います。

　過去最多だった昨年度に次ぐ多くの相談が寄せられました。相談者の人数
は334人で、前年度から４人減少したものの、継続支援者や再利用者が増加
傾向にあります。増加傾向の要因のひとつとして、長引くコロナ禍が背景に
あると思われます。また、「生活なんでも相談」の周知を図るため、新聞の
折り込みチラシを３社・県内全域に対して行ったほか、ホームページのトッ
プ画面で周知するなど、広報活動にも力を入れました。

　山形テルサ１階のハローワークプラザやまがた内に相談窓口を設け、求職者の就労や生活・住まいに関する相
談を行っています。

　2021年度の相談件数は260件（前年比－41件）。昨年同様にコロナ禍での対面相談が減り、電話による相談が
半数以上を占めました。また、相談者は２年以上の離職者が全体の76％と離職後の再就職に時間を要しています。

生活困窮者自立支援法に基づき、支援対象者が自ら家計を適切に管理できるよう、
家計を「見える化」し改善に向けた支援を地区労福協と連携して行っています。

　2021年度の実績は98件（前年比＋33件）。その内、家計改善支援40件（前年比＋26件）と増加しています。
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皆さんと一緒に解決の糸口を考えます

求職中の方で、仕事・住まいなど、お困りの方



SDGs17の目標SDGs17の目標
1貧困をなくそう1貧困をなくそう

SDGs
一緒に学ぼう！

社会を変える17の目標社会を変える17の目標

山形大学地域教育文化学部

村松　真 准教授

SDGs の実現 ❹　－貧困を考える【SDGs目標1の実現】（前編）－
　「一緒に学ぼう SDGs」シリーズも今回で

４回目になりました。今まで、SDGs の概

要、SDGs の取り組み方法、持続可能な発展

等について解説してきましたが、今回から

は、「SDGs」の１７のゴールについて考えてみ

たいと思います。まず最初は、第１のゴール

「貧困をなくそう」についてです。

　２０１５年１０月、世界銀行では、１日１．９ドル

以下の収入しかない状況を貧困と定めました。

１．９ドルとは、現在の円のレートで換算する

と約２６０円です。また、同じく世界銀行の

データでは、２０１５年現在、世界の貧困に直面

している人口は７億３４００万人と推計されてい

ます。この数字は、全世界の人口の１０%、日本の人口の約６倍の人々が貧困に直面していることを表しています。し

かし、１９９０年の貧困率３６%、１８億９５００万人と比較すれば大きく減少しており、貧困は改善されてきていると言えます。

　一方、国内には貧困問題はないのかと問えば、実は国内にも貧困問題が存在しています。厚生労働省が毎月発表し

ている「生活保護の被保護者調査」というのがあります。令和４年５月１１日に発表された令和４年２月分の調査結果

によれば、生活保護を受けている人の数は２，０３４，２２６人であり、山形県の総人口の２倍弱に及んでいます。

　世帯数では１，６３３，８６５世帯であり、その内高齢者世帯が９０４，５３４世帯で全体の５５．４％を占めています。高齢者世帯を

除く世帯数は、７２９，３３１世帯で全体の４４．６％を占めています。高齢者世帯の内、単身世帯が

８３４，５８４世帯で全体の５１．１％を占めています。この数値は、全生活保護者数の４１．０％に達し

ています。

　また、高齢者世帯を除く世帯数では、母子世帯が６９，９５０世帯で全体の４．３％、障がい者・

傷病世帯が４０７，７９８世帯で２５．０％、その他の世帯が２５０，２７１世帯で１５．３％でした。これらの結

果から、高齢者の１人暮らし世帯に次いで障がい者・傷病世帯の生活困窮世帯が多く、その

ため、貧困問題を考える場合、１人暮らしの高齢者、障がい者・傷病世帯に注目せざるを得

世界の貧困（ゴミ捨て場を探し回る子ども） 世界の貧困（ゴミ捨て場を探し回る子ども） 
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ません。

　高齢者には、国民年金制度がありますが、現状を考えると多くの

高齢者は年金だけでは十分な生活を送ることが難しいため何らか

の仕事に従事しなければなりません。シルバー人材センター等の

公的な機関が仕事を斡旋する場合もありますが、高齢者の場合、身

体機能が低下し何らかの病気を持っている人が多く、働いても賃

金が安い等、貧困問題を十分に解決するまでには至っていません。

　障がい者には、就労支援制度、障がい者年金制度等もあります

が、特に障害の程度が軽い場合は、これだけでは十分な生活を送ることができません。そのため、何らかの仕事をし

なければなりません。現状では、障がい者に相応しい職種が少なく賃金も安いこと等から十分な収入を得ることがで

きません。傷病世帯では、先ず病気を治すことが先決です。さらに、母子家庭の場合も課題が多くあるようです。

　このように、国内にも貧困問題は存在し、「SDGs」の目標である「貧困をなくそう」については、世界の貧困をな

くそうという取り組みも必要ですが、足元の国内の貧困問題にも目を向ける必要があります。（次回、後編につづく）

村松准教授と高齢者の集い風景村松准教授と高齢者の集い風景

　県労福協で2012年度から始まった、高校、短大、専
門学校等の卒業予定者を対象とした出前講座「労働関
係制度の説明会」は、毎年開催数を伸ばし、2021年度
は高校12校、専門学校等４校の計16校（前年比＋２校）
で、新型コロナウイルスの感染防止のためのオンライ
ン形式も含め開催しました。
　これから社会人となる学生等に対し、働くルールを
身につけられるよう、講師は社会人としての基本姿勢
や労働に関する基礎知識について事例を交えながら分
かりやすく話し、周知・啓発をはかっています。
　出席した生徒・教諭からは「新社会人には必修科目、
大切な内容だと感じた」「進学内定者も含め「働く」
予定の３年次生に労働法規を「知る」機会は必要だと
思った」「大変参考になるお話をうかがえて良かった。
来年以降もぜひお願いしたい」「コロナ禍の中、遠隔
での開催をありがとう。これから社会へ出る学生へ基
本的なルールが伝えられた」など多くのご感想をいた
だきました。いただいたご感想は今年度の活動に活か
していきます。

働くルールを知って楽しく働こう!働くルールを知って楽しく働こう!

県内県内１６１６校で出前講座を実施校で出前講座を実施

講座の様子講座の様子

（4）やまがた労福協NEWS � 2022年６月15日



勤労体県大会 感染対策を講じ 3 年ぶりの開催

第７４回勤労者体育祭山形県大会
競　　技　　名 日　　　　　程 会　　　　　場

軟 式 野 球 １０月８日 ( 土 )、９日 ( 日 )
※予備日１０日 (月 ･祝 ) 県総合運動公園　野球場

ソ フ ト ボ ー ル １０月８日 ( 土 )
※予備日９日 (日 ) 県総合運動公園　運動広場

硬 式 卓 球 １０月２２日 ( 土 ) 県総合運動公園　アリーナ

ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル １０月２２日 ( 土 ) 県総合運動公園　アリーナ

ボ ウ リ ン グ １０月８日 ( 土 ) 山形ファミリーボウル

　第74回勤労者体育祭を３年ぶりに開催します。
　県実行委員会では、ポスターのデザインを一新
し、各地区での掲示のほか、山形県労福協のホーム
ページでも周知しています。歴史ある勤労者体育祭
を通じ勤労者の親善と交流、健康増進を図るため、
県労福協では「勤労者体育祭山形県大会開催時の感
染防止策ガイドライン」に沿った新型コロナウイル
ス感染対策を講じ準備を進めています。
　既に県大会予選を始めている地区もあります。感
染症対策と熱中症対策を十分に行って参加いただ
き、３年ぶりの県大会優勝を目指してください。
　なお、県労福協では新型コロナウイルス感染症状
況を把握した上で、開催の可否を判断していくこと
としています。

　今年のテーマは「“TSUNAGARI”　世代を超
えて」‼
　第１部はYouTubeLiveでのオンライン生配
信を視聴するWeb参加と会場参加の「ハイブ
リッド開催」となり、山形ではオンライン視聴
をしました。いまの若者たちの価値観や感性、考え方や生き方をを知り、理解することを通じて世代を越えたつなが
りを築き「同じ社会の担い手」として2030年の国連SDGsの達成、労福協の2030年ビジョンの実現に向け歩みを進め
ていく、その第一歩を踏み出すきっかけとなるよう、全国のみなさんと考察しました。

央労福協は６月２日、静岡県で「2022年度全国研究集会in静岡」央労福協は６月２日、静岡県で「2022年度全国研究集会in静岡」
を開催しました。を開催しました。
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東東北北労労働働金金庫庫山山形形県県本本部部  
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